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　こ の た び第 35 回 日本ア フ ェ レ シ ス 学会学術大会を平成 26 年 9 月 26 日 （金）〜28

日 （日）、京王 プラザ ホテ ル （東京 ・新宿区）に て 開催で きますこ と、た い へ ん光栄

に存 じて お ります。

　こ の 学術大会は、ア フ ェ レ シ ス 治療領域で活躍 する医師、臨床工 学技士 な どの 医

療従事者な らびに工学研 究者や企業関係者の学術交流 と親睦 をかね て 年 1回開催す

る もの で、難病や難治性病態の 治療に対 して医工 学領域 で 培 わ れ た ア フ ェ レ シ ス技

術 を い か に して 治療 へ 応用 させ て い くか 、またそ の 臨床医学的 な効果や問題点は ど

うか など に つ い て 議論する こ とを 目的 として お ります 。

　第 35 回学術大会は会員間 の学術交流 は もち ろ ん の こ と、と くに若手医師や臨床工

学技士 な どに発表の 場を多 く提供 した い と考えま した。大会の テ
ー

マ は 「ア フ ェ レ シ ス 100年 ：そ の 歴史を

振 り返 り、 将来を展望する。」 としま した。Abel　JJがイ ヌ を用 い た ア フ ェ レ シ ス 実験の結果を論文発表 して

か ら丁度 100年目にあ た る 2014年、ア フ ェ レ シ ス技術が開発 され た経緯を振 り返 り、学会 の 新 しい 方向性

を見 い だせ る よ うな大会に した い と考えて お ります 。

　具体的 には、大会テ
ーマ と同 じ 「ア フ ェ レ シ ス IOO年 ： そ の 歴 史を振 り返 り、将来を展望 する。」とい う

特別企画 を設定 し、本学会 の 黎明期か らご活躍され た先生方に学会発足の経緯、ア フ ェ レ シ ス 技術創出の 背

景 な ど をお話 しい ただ き、今後学会 として 取 り組 むべ き課題や方向性な ど に つ い て会員 とともに熱 い 議論 を

交わせ れば と考 えて お ります 。

　一
般演題 に つ きま して は、お陰様 で 会員 の 皆様か ら多数の 応募があ り107題を ご発 表い ただ くこ とにな り

ま した 。 こ れ も皆様の ご協力の お陰と感謝申し上 げます。上記趣 旨の 下、熱 心な討論がな され る こ とを期待

してお ります 。

　特別講演に は 「新規ア フ ェ レ シ ス 治療 の 薬事承認へ の挑戦 （心不 全 ア フ ェ レ シ ス 治療）」とい うタ イ トル

で 北里研 究所病院循環器内科の 馬場彰泰先生 に お 願 い しま した。今後 ア フ ェ レ シ ス の 新 しい 適応が 期待 さ れ

る領域 の 最前線 の お話 しが聞 け る もの と期待 し て お ります。また千葉大学大学院 工 学研究科の 斎藤恭一先生

に 「機能性高分子材料の ア フ ェ レ シ ス へ の 可能性」 と い うタイ トル で特別講演をお願い しま した 。 こ れか ら

の ア フ ェ レ シ ス へ の 応用 が期待さ れ る新 しい 機能性高分子材料 に つ い て ご講演 を い た だ きます。

　教育講演 として は国立循環器病セ ン ター研究所 の 斯波真理子先生 に 「脂 質異常症 とア フ ェ レ シ ス」を、秋

田県赤十字血液セ ン タ ーの 面川　進先生 に 「輸 血領 域における ア フ ェ レ シ ス技術」を 、 東京女子医科大学の
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郎先生 に 「血液浄化膜 の 表面構造 と透過性」を 、 そ れ ぞ れ 基礎的な内容を中心 に ご講演 い た だ きま す 。

　 ま た 私 か らは 僭越 なが ら 「ア フ ェ レ シ ス の 基礎 と こ れ か ら求め られ る技術 」として 大会長講演 をさせ て い

た だ きます。大学恩師で あ られる早稲田大学名誉教 授　酒井　清孝先生 に 司会を務め て い ただ くこ と は私 に

取 りま して望外な喜びで あ り、また よい 思 い 出 に なる と 思 い ます 。

　 そ の 他、シ ン ポ ジウ ム 7セ ッ シ ョ ン、ワ
ー

ク シ ョ ッ プ 7 セ ッ シ ョ ン、マ ニ ュ ア ル レ クチ ャ
ー3題、Asian

session 　2 セ ッ シ ョ ン、技術 シ ン ポジ ウム 1 セ ッ シ ョ ン を企画する こ とが で きま し た。また、例 年通 り技術講

習会 を松金　隆夫技術委員長の ご企画 の 下 、開催致 します。

　是 非 とも、第 35回 日本 ア フ ェ レ シ ス学会学術大会に多数の ご参加 をお待 ち申 し上げ ます 。

第 35 回 日本ア フ ェ レ シ ス 学会学術大会

　　　　　　　 大会長 　峰島　三千男

（東京女子 医科大学臨床工学科 　教授 ）
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